
























































ンアナログ)を用いた排卵誘導技術を征矢野助教授 と共同で研究開発 している｡ 親負
にはLHRHaコレステロールペレット (直径2mm,長 さ6mm)を50mg/kgの投与量で
背筋部に埋め込んだ｡LHRHa投与時の卵径は450mm以上で効率的に排卵誘導が可能な
こと,親魚の排卵はLHRHa投与後42時間目に集中すること,また,人工授精の際の媒
精適期は排卵直後であること等が明らかとなった｡以上の研究により,近年では,良
質受精卵を安定的に確保できるようになった｡
2.仔稚魚の飼育技術に関する研究
仔魚の初期生残率向上を目的とした最適飼料系列の検討 (萩原教授,阪倉助教授),
水槽内水流の解析 (塩谷教授)等の基礎研究結果をもとに量産規模の水槽 (50-100kl)
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